
◆操業者 ･ 三上満さんより

高校生 の皆さん へ の呼びかけ

｢ 雨 ニ モ マ ケズ｣ や｢ 銀河鉄道の夜｣ で 知られて い る

宮沢賢治｡ 3 7 年の短い生涯でしたが ､ 人びとが幸せ に

生きられる世の 中をどうしたらつくれるかを探求しつ づけ

た生涯でした｡ その 作品に は､ あらゆる生命をい つくしむ

心
､
どんな人でもダメなもの はい ないという人間平等の精

神 ､ 人びとの ために尽くすひたむきさなどがこめられて い

ます ｡ 豊かで奥の 深い宮沢賢治の世界 へ
､

一 緒 に分け

入 っ てみようではありませんか｡
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※ 受講料 ､ 参加 費は無料です｡ ぜひ受講生 以外

の 皆さんも､ まわりからご参観( 加)ください ｡

《受講申し込み に つ いて》

★募集定員 高校生 4 0 名( 受付は先着順 ､ 定点になり次第終了)

※なお､ 高校生でなくても受講したい方の申し込みも歓迎します !

★参加中し込み ･ 問い 合わせ は ､ み やぎ教育文化研究センタ
ー まで
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※ 受講生以外の み なさん は ､ まわりで 参観(加) ください ｡

【主催】
一

般財団法人 宮城 県教習会館 み や ぎ教育文化研究セ ンタ
ー
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【三上満さん プロフィ
ー ル】

19 3 2 年､ 東京生まれ ｡ 55 年に東京大学教育学部卒業｡ ｢ 教育は子 どもの希望を育むもの｣

という借念 のもと､ 子 どもたちに真 っ 正面からぶ つ かり､ 子どもたちを愛しい つくしみ ､
バイタリ

ティあふれる教師人生をおくる. ｢ 3 年B 粗金八先生｣ の モデル の
一 人でもある｡ 現在は､ 宮沢

賢治研究をライフワ ー クに､ 医療 ･ 福祉 ､ 平和 ､ 教育運動など多方面にわた って矧 温

主な著書に ､『眠れぬ夜の 教師 のために』( 大月書店) ､ 第1 8 回岩手日報文学賞
･ 賢治賞

受賞の『明日 へ の銀河鉄道』､ 『賢治 の北斗七 星』(新日本出版社) ､ 『人間の 明日と向き合う』

(かもがわ出版) ､ 『賢治の旅 賢治 へ の旅』(本 の 泉社) など多数

【作品紹介】 賢治童話 の傑作 のひとつ ｡ ｢ 水仙月 の 四 日｣ は吹雪の 特異日｡ 雪婆んごたちがや っ てき

て山は猛吹雪 ､ 町 へ 出かけた帰りに吹雪にあ っ た子どもを､ そ の山に住む雪童子( わらし) が救います ｡ 生

命の いとおしさ溢れる名作です｡ 以下は､ 『水仙月の四 日』の T 頭の部分です｡

等量んご札 遠く へ 出かけて居りました｡

猶のやうな耳をもち､ ぽやぼやした灰 い ろの髪をした雪婆んごは ､ 西 の 山脈の ､
ちぢれたぎらぎらの雲を越え

て
､
遠く へ でかけてゐた のです｡

ひとりの 子供が ､ 赤い 毛布にくるま っ て ､ しきりにカリメラのことを考 へ ながら､ 大きな象の頭のかたちをした､ 雪

丘 の裾を､ せかせかうちの 方 へ 急いで居りました｡

(そら､ 簸簡張を尖っ たかたちに巻いて ､ ふうふうと吹くと､ 炭からまるで青火が燃える｡ ぽくはカリメラ鍋 に赤砂

糖を
一

つ まみ入れて ､ それからザラメを
一

つ まみ入れる｡ 水をたして ､ あとはくつく つくつと煮るんだ｡ ) ほんたう

にもう 一 生けん命 ､
こどもはカリメラの ことを考 へ ながらうちの 方 へ 急いでゐました｡

お 日さまは ､ 空 のずうつ と遠くのすきとほ っ た つ めたいとこで ､
まばゆい 白い火を､ どしどしお焚きなさいます｡

その光はまつ すぐに四方に発射し､ 下 の 方に落ちて来ては ､ ひ つ そりした台地の 雪を､ い ちめんまばゆい

盲寛若者の板にしました｡

二窟の等窟が ､

べ ろ べ ろま つ 赤な舌を吐きながら､ 象 の頭 のかたちをした､ 雪丘の 上 の方をあるいてゐまし

た｡ こ い つ らは人の 眼には見えな い の ですが ､
- ぺ ん風に狂ひ出すと､ 台地の はづ れ の雪 の上から､ すぐぽや

ぼや の雪雲をふんで ､
空をかけまはりもするのです｡

｢ しゆ､ あんまり行 っ て いけない っ たら｡ ｣ 雪狼のうしろから白熊の 毛皮の 三角帽子 をあみだ にかぶり､ 顔を革果

のやうにかがやかしながら､ 琴富子がゆ つくり歩いて 来ました.

雪狼どもは頭をふ っ てくるりとまはり､ またま つ 赤な舌を吐 いて走りました｡

｢カシオピイア ､

もう水仙が咲き出すぞ

おま へ のガラス の 水車

き つきとまはせ ｡ ｣

雪童子 はま つ 青なそらを見あげて見えない星に叫びました ｡ そ の 空からは膏びかりが波にな っ てわくわくと降

り､ 雪狼どもは ､ ずう つと遠くで焔のやうに赤 い 舌を ペ ろ べ ろ吐 い てゐます｡

｢ しゆ ､ 戻れ っ たら､ しゆ､ ｣ 雪皇子 がはねあがるやうにして叱 は したら､ いままで雪にくつきり落ちてゐた雪童

子 の影法師は ､ ぎら つと白い ひかりに変り､ 狼どもは耳をたてて
一 さんに戻 っ てきました｡

｢ ア ンドロメダ､

あぜみ の花がもう咲くぞ ､

おま へ のラムプ の ア ル コホル ､

しゆうしゆと噴かせ ｡ ｣

雪童子は ､ 風 のやうに象の 形の 丘に のぼりました｡ 雪には風で芥蒜の やうなかたが つき､ そ の頂 には ､
一 本 の

大きな乗の木が ､ 美しい真金い ろの やどりぎのまりをつ けて立 っ てゐました｡


